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田　島　稔　久
卒業にあたって
′
滋賀医大に入学して、はや6年になろうとしています。長いようで短かった大学生活を終えようと
している私に、 「さざなみ」編集委員の方より執筆の依頼がありました。そこで、この6年間を振り返
り、自分の大学生活と、これからの抱負について書いてみようと思います。
私が入学したのは、昭和55年4月でした。はじめて親元を離れ、さあこれから医学の勉強をしようと、
希望にあふれて名古屋から、はるばる滋賀まで出てきました。そんな私に2つの試練が待ち構えていま
した。 1つは、学習内容に、医学とは無縁と思われる物が多い事でした。特に人文系の科目は、当時了
簡の狭かった私にとっては、苦痛でしかありませんでした。今となって考えてみれば、これらは決して
無駄な物ではなく、高校までの、与えられる学習ではなく、自ら問題点を見出し、解決してゆくという
基本的な学習態度を教えてくれたような気がします。しかし、当時の私には、そのような事に気付く術
もなく、悶々とした日々を過していました。そのうちに、 2つめの試練、いわゆる「五月病」というや
つが、私を襲いましたD幾日も幾日も心が空虚で何も意欲が湧かない日々が続きました。私は幸い、悩
みをうちあけられる人に恵まれました。この時ほど、友人や家族のありがたみが身にしみたことはあり
ません。
そうこうしているうちに、 2年が過ぎ、 3年生、専門課程に入り、本格的に医学の学習が始まりまし
た。入学当初からの目的であった医学の学習には、自然、力が入りました。そして、その量の膨大さに
は驚かされたものでしたO　と同時に、人間の体が、いかに合理的に、また合El的的にできているかに
感動を覚えたものでした。人間は小宇宙なりと言われますが、構造、機能の面から、それを実感できた
のも、この時期でした。
そして、 4年生では、これまでのいわゆる正常な人間についてではなく、病気について学び、 5年生、
6年生で臨床について学びました。特に、 5年生後半から始まった臨床実習(ポリクリ)では、、実際に
患者さんの問診をしたり、珍寮をして、自分なりに診断をさせていただきました。そんな中で医学とい
うのは、 「人間」が相手であるということを、つくづく教えられたものです。患者さんは、決して、本
にあるような典型的な症状は示してくれず、たとえ示していたとしても、個人差があり、表現も人によ
ってまちまちです。たとえば痛み-つをとってみても、それをしきりに訴える人もいれば、それ程気に
せず何も言わない人もいます。また患者さんは、決して必要最小限の事を過不足なく言ってくれるとは
限らず、不必要な事を20分や30分も言い続ける人もいれば、医者にとってみれば非常に重要な症状を全
く言わない人もいます。そのような患者さんから、症状を的確につかみ、正確な診断をつけるのは、決
して容易な事ではありません。医師としての経験と、豊富な知識の必要性を実感させられたのも、この
ポリクリを通してでした。
少し蛇足になりますが、近年、エキスパート・システムといって、病気の診断をコンピューターで行
う試みがあります。なるほど、最近のコンピューター・サイエンスの発達により、現在なお増えつつあ
る膨大な医学知識を、コンピューターにインプットするのは可能です。しかし、医師としての経験を、
いかにデータ化し、それを適宜引き出してきて実用に耐えうるものにしようとなると、果たしてどこ
まで実理できるか、多少疑問の残る所です。
私は、これから医師になるにあたって、これだけは是非実行してゆきたいと思うことが一つあります。
それは、患者さんのニードに答えられる医師でありたいということです。よく最近の医者は、病気はみ
るが患者さんはみないと言われます。私は、こうした人間不在の医療を、大変悲しく思います。どこま
でも、医師が相手にするのは、患者さんであり、決して病気そのものではありません。ですから、患者
さんが、今、何を求め、医師にどうして欲しいかを、患者さんの身になって絶えず考え、それに答えて
ゆけるよう、最善を尽くす医師でありたいと思うのです。また、そうした中から、患者さんとの信頼関
係も成り立ってゆくものと信じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　(6回生)
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図書館での想い
高　橋　雅　文
戊彩切===二〟:識光彩玖完冒宗㌶勿究光軸坤鯛鋤杉切欠怒:ニ==ご
青春期と云うか自我を意識し出した頃、よく私とはどの様な存在なのだろうか、又私の中の沢山の私
のどれが本当の私なのかをよく思い浮べ、良心の珂責に悩んだ事も有りましたo丁度そんな時、友人が
哲学書等を読んでいました。多分彼も同じ様な思いだったのでしょう。私もそれから入門書等を読み始
め、二人でそれ等の見地から人生観や世界観を議論しました。議論と云ってもまだ哲学を噛り始めで、
テクストを読み進めながら自分なりに気に入ったものを選んではそれを大事に守ろうとしていただけか
も知れません。
それは、端から見れば知識で武装した言葉遊びに映ったでしょう。でも結局は互いにその事に気付き、
後に彼は「無常」や「煩悩」等の生活に密着した原始仏教の方面に転向して行きました。そんな哲学の
机上論だけの会話からも、旧約聖書の冒頭の一節の様に、言葉の重要性なり本質を知らしめられた事、
畏った言葉で定義されたヒエラルキー的なものでは人間性まで堅くなりそうになったのでテクストとは
さよならした事などが思い出されます。結局、それは私自身の内なるものを分析する様なものではなか
・　・　・　・
ったからかも知れません。そんな時、精神分析なる奮物を読んだのです。これが割合面白かった。
確か、最初に読んだのがフロイトで、夢判断や無意識が及ぼす意識レベルでの話、ギリシャ神話を用
いた概念等、読物としても楽しめたし、その後読んだユングなどは共通点がありながらもグノーシスの
ような異端的なものとのかかわりや迫伝的な要素を含むそのダイナミズムに感心しました。それ等の分
析的な方法は現実に用いるには多少無理な所を除けば、私の内なるものを知る手懸かりの一つには成り
得たと思います。でもそれ等だけでは不充分だし、もっと別の違ったお気に入りのものを見つけ出せれ
ばと今探している所です。最後にその様な興味的なものだけでなく、本質的に趣味的なものを得たなら
もっと図書館が面白くなれるのではと足冷えする二階から考えた事でした。
地域の医療を考える〔15〕
入所から利用へ　一福祉の主体は誰に-
森　　　哲　弥
滋賀県立むれやま荘は昭和59年5月に開所した
身体障害者の更生施設です。制度的にはその中に
二つの施設、肢体不自由者更生施設と重度身体障
害者更生援護施設があります。
肢体不自由者更生施設は入所期限が一年で情報
処理科、事務科、印刷料、基礎作業料で職能訓練
を行なっています。重度身体障害者更生援護施設
は家庭復帰をも含めた広い意味での社会復帰をめ
ざして機能回復訓練を行なっています。
リハビリテーションの位置づけとしては、当む
れやま荘は病院でのリハビリテーションを終えら
れた方をお引受けし、職場なり、家庭なり次のス
テップを踏まれるための橋渡しとしての役割があ
iFIJ!
当荘での訓練内容などの紹介は別の機会にさせ
ていただくとして、ここでは地域に深く根ざす施
設になるためには、どうしたらいいかについて"入
所〝　という言葉と"利用〝　という言葉を通して考
えてみたいと思います。
先日、第3期生募集の件で、ある福祉事務所の福
祉司さんと話していたとき「実は入所という言葉
にこだわっておられる方がずいぶんいらっしゃる
んですよ」という言葉がその福祉司さんの口をつ
いてでてきました。
わたしたち施設側の人間は入所という言葉を日
常的につかっておりますが、このようにいわれて
みて不図考えますと、ふつうの人にとっては"入
所"というような言葉が決して日常的でないだろ
うと思い当たります。入所という言葉は多数の人
間をひとつ所に集める収容という言葉とどこかで
つながり、日常的にへだたったイメージをもって
月EJB
従来、施設は世間の荒波から弱者を守る防波堤
の役割をになってきましたが、人権思想がゆきわ
たり、また也の中の急激な変化にともなう価値観
の多様化の過程では施設の在り方、役割も変化を
余儀なくされつつあります。 "入所"という言葉
は、この変化に対応しきれない固さをもっていま
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す。これは措置という言葉(これまた非日常的な
言葉ですが)とからんで、意味の主体が施設側に
あり、入るか否かつまり悉皆か絶無かの論理にな
り、施設にはいろうとする人の多様なニーズを封
殺してしまう響きをもってしまいがちです。
そこで登場するのが"利用"という言葉です。
この言葉は化学でいう親和力の強い言葉です。 「
あのように利用しよう」とか、 「～のために利用
しよう」とか、利用という言葉は施設にはいろう
とする人のニードをいっぱい体にくっつけること
ができ、入所者は利用者となって自分で施設をえ
らび、また施設の示す利用方法のア・ラ・カルト
からニードにあった"一品〝　をえらびとることが
できるようになるのです。利用という言葉によっ
て人々は施設を自分の方へ引きよせることができ
るのです。
新しい、国の福祉施策は在宅者福祉にも施設福
祉と変わらぬ力を注いでいくということですが、
施設福祉と在宅福祉が機能的に融合してこそ双方
の目的が時代の要請にこたえられるものとなると
思います。この時"利用〝　がキーワードになるで
しょう。
地域療育とか地域リハビリテーションとかの在
宅者へのとりくみも利用という言葉によって施設
と具体的に結びつくものとなるでしょう。むれや
ま荘も将来的には、訓練の場の提供とか、専門ス
タッフの派遣とか、また身近な目標(ショートヽ
ゴール)をめざしての短期間職能(あるいは機能
回復)訓練の機会を設けることなど、最初は現行
制度の範囲内で、また利用の親和力の強まりに応
じて、県民のみなさん、行政にたずらわっていた
だいている皆さんなどとよく話し合い、合意して
いただいたうえで制度の枠を拡げて行く方向で利
用者のこ.-ドにこたえられる施設にしていきたい
と考えております。
(滋賀県立むれやま荘生活・訓練部長)
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滋賀県の公園行政
公園緑地事務所を訪ねて
篠　原　俊　夫
文化ゾーンの一画に校倉風につくられた趣のあ
る平屋の建物がある。公園緑地事務所の建物なの
だが、道路から少し奥まった場所にあり、標識ら
m　しきものもないので、それと気づかず通りすぎて
しまう人も多いだろう。
今回、県立図書館、近代美術館、埋蔵文化財セ
ンターに続くi:近隣探訪シリーズ≫の最終回の企
画として、公園緑地事務所をとりあげることで、
余り知られることのない滋賀県下の公園行政の一
端を紹介できることは、私たちにとっても幸運だ
ったと思うO何より、この公園緑地事務所こそ、
我が文化ゾーンを計画し、施工した、いわば生み
の親とも言えるのである。今回の訪問で多くのこ
とを知ることができたが、そのあらましを紹介し
ておきたい。
公園緑地事務所が、県庁の都市計画課の下に正
式に発足したのは、昭和58年4月のことである。
発足当時のスタッフは4名で、現在は所長を含め
て5名。これだけの人数で滋賀県全域の都市公園
町　　の建設と管理を行っている.
滋賀県の都市公園の現況と長期的な整備計画を
みてみると、墳祝においては、滋賀県が他府県に
比較して、広大な琵琶湖を含む自然環境に恵まれ
ている分だけ、公園建設は遅れていると言える。
それを数字の上でみてみると、住民一人あたりの
公園面積は、昭和60年額在で約2.5m^　これは、
全国平均の約5mりこ対して約半分にすぎない。こ
れを西暦2000年には、住民一人あたり約20m*
の水準にまで引きあげるのが、さしあたりの目標
であるというO単純に数字の上でみれば、現在の
8.倍もの面積にあたる公園が建設されなければな
らないわけで、これは容易に達成できない目棟だ
と思われる。しかも20m2という数字は、欧米諸
国の住民一人あたりの公園面積が約40 - 5 0m!
であるのに比較すればようやくその半分に達する
かどうかという水準である。
都市公園はあくまで社会福祉施設であり、必要
なものであるが、それがなければ住民生活が成り
立たないわけではない。その意味では公共図書館
にも同じことが言える。生きるだけで精一杯とい
う時には省みられることは少い。しかし、本当の
意味で文化的に先進国であるためには、図書館や
美術館、あるいは公園など、住民をとりまく住環
境が、社会教育や福祉施設の充実をも含めて、ど
れくらい充実しているかが重要な指標になるだろ
う。
その意味で何より身近かな文化ゾーンに近代美
術館があり、県立図書館があり、埋蔵文化財セン
ターがありという環境は、とりあえず評価してい
いことなのだと思う。
しかし、自宅に帰れば図書館は遠く、たまの日
曜日に絵画を鑑賞したくともひとつしかない美術
館も余りに遠くて足がにぶるというのが平均的市
民生活の実態かも知れないのである。
散策と憩の場である公園も歩いてゆける距離に
ある人は余程運のいい人ということになろう。
又、滋賀県は京阪神のベッドタウンとして急激
な都市化が進んでいる。放置すれば当然、乱開発
によって自然が破壊されてしまう。これは欧米に
おいても例外ではなく、西独等においても、都市
の急激な膨張によって、都市生活環境が悪化し、
都市緑地のスペ=スが減少しつつあることが報告
されている。
開発による自然破壊に加えて、急激な工業化や
モータリゼーションによって生ずる地球規模での
汚染が、自然を破壊しつつある。
ヨーロッパでは酸性雨によって巨大な森が枯れ
つつあるという。あるいは一匹の魚も棲息できな
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い湖や池があるという。いつの日か充電湖から全
ての魚がいなくなり、水資源としても全く役立た
ない日が来るかも知れないというのが杷憂にすぎ
なければいいが-・-。しかし、そのためには、た
とえささやかでも、行政が力をつくして、都市公
園の維持・発展に努めることが必要だろう。
自然環境の保護は、都市公園の建設や管理とい
う限られた行政の枠に当てはまらないかも知れな
い。
しかし、公園のある都市生活者こそが自然環境
の大切さを知っているのである。
都市公園は文化的水準の一つのバロメーターで
ある。故に、公園行政を重視する行政を住民は信
頼していいのである。従って、滋賀県の行政は信
頼していいのである-と言えるまでになって欲
しいというのが、滋賀県の一住民としての素朴な
願いである。
ともあれ公園緑地事務所の現実に立ち戻れば、
5人の所員の方々は、山積する仕事に追われなが
ら東奔西走する毎日とのことである。
おろそかな気持で文化ゾーンを散策するわけに
はいかないぞと正直、頭のさがる思いがした。
多忙にもかかわらず、時間を割いて、私たちの
未熟なインタビューに心よく応じて下さった竹内
所長と黒崎主任に心よりお礼を申しあげたい。
(図書課)
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「手」にもいろいろ
「『手』は外部の脳である」とか「人は思慮深いがゆえに『手』をもちえたのta　といわれる。確かにそ
の人の手をみると、職業、生活環境はもちろんのこと、感性あるいは知性の持ち方まで推察することができ
る。触覚、筋肉運動の器官としての手は、内なる脳からの指令を受けたり、脳-情報を送信したりしていろ
いろあやしげな表情なり動作をする。
それ程に大切な働きをする「手」を表わす外国語もいくつかの語がある。ありふれたhand 、 manual labo
ur ( 「手作業」 )のmanual、また「手」を表わす接頭語として用いるchiromancy (手相による判断)の
chir (o)一等である。
始めのhandの持つ「つかむもの」 「握るもの」という原義は、古代中世英語の時代からゲルマン系の語に
は、母音の綴りこそ異なれすべて共通していた。特に11世紀あたりまでの古い英語ではhondが用いられて、
「強奪品」あるいは「略奪したもの」 ( booty)といったらんばうな意味もあったのである.今日では、 「
手」のはかにそれが持つ意味から諸々の語義、たとえば「所有」 「誓約」また「拍手喝釆」 ( a goodhand )
等々にも用いられる。
ところが、 manual ( 「手の」 「手に関する」 )の万はラテン語生れでman ( us )を起源としており、明
らかに8世紀から14世紀頃までスカンジナビア半島を中心に使われていた古期スカンジナビア語のmundと
も同族語であろう。このラテン語man ( us )は、英語ではmanuscript(原稿)があるし「把盤しやすい」
即ち「明白な」のmanifest、あるいはまたmariner等もそれから来たもので、 「手で表わすしぐさ」が中心
となってできあがった語である　man ( us )の語義をもつ語は、 manl一蝣ォmanu一、とかmand-、等で始
まる語に多くみることができる。また、 commemd (称賛する)に代表されるようにmand-の母音変化した
mendについても同様のことがいえる。更にいうとman ( us )には、 「手」は意味しないが手の持っている
～　機能的な働きを形容する「手速い」とか「迅速な」を表わすゴート語の血nwusとも無縁ではなかろう。
もう一つのchir ( o )-、これはひたすら接頭語として用いられて医学分野を始め専門語に多くみられる。
もともとギ1)シア語　∬ecp{o) ( kheir(o)-　-　hand )を起源としているが、その語の形成過程から察
するにkherj一、 khersj一等を経て釆たのではないかときれている。ラテン語綴りでは例のchir(o)-とな
l　るのだが、もともとは中世英語・中位フランス語ではcir-(またはsir-)であったのであり、 「h」はな
†かった。ところがルネッサンス以降にラテン文化の影響によって同義語のchir(o)-になったというくだり
I　である　chir(o)-を冠した語にはchirography(筆跡)とか(ド) chiroplastik (手成形術)等があるo
I　また、 (ラ) chirurgia (外科学)はギリシア語ではxetp0-とupγLaとから成り、各々handとw。rking
ないしはoperatingの意に当たり「オペレートする(学)」となる由。つまり、おもに外科学系で手術は行
われるのだと考えたくなる。もちろんその手は器用な(dexterous )手でなくてはなりますまい。
手と脳の関係を述べた本の一つ『手のしくみと脳の発達』 (久保田　競著)は興味深い。
さて、あなたの手はどんな表情をしているだろうか。S",AKitZOilS",A手はど人・'i (久)
--T一=こ　　　　　　　　　　　　_ 4- -T一一一~:ニ_　　、　　　　　　　　　　　　一-I-T一-　　　　　　　　　　4ヽ一
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最後の後性派の医家
香月牛山 ? ? ?????
日EI333-I2-Sコ・ォ*ォ* -tt* -Si*ォ*-tt-1( -[t*-tt* -ォーサt -tt * <t* '{(* -a * -tt*-a*
牛山活套　香月牛山著　安永八年刊、全三冊
江戸時代における凍方医学の諸派を概観してみ
ると、後世派(近方家) 、古医方派(後方家)お
よび折衷派の三流派にわけられる。これら三流派
には、時代とともに盛衰がみられ、江戸初期には
田代三善や曲直瀬道三によって提唱された後世派
が主流をなしていた。江戸中期になると吉益東洞
が古医方をおこし、新風が吹きこまれ後世派と古
医方派は互いに競合することになった。一方、こ
れら両派の長所をとり入れる試みが、和田東都に
よってなされ、折衷派という流派がおこされてき
たのである。このような歴史的変遷については、
これまでにも本棚において詳細に紹介してきたO
今回紹介する番月牛山(かつき　ざゅうざん)
は、後世派最後の医家として評価されている。こ
れは、その後の本邦の医学がオランダ医学中心と
なり、後世派などの漢方医学が衰退したためであ
る。
牛山は、明暦二年(1656年)に筑前(福岡県
)で生まれた。名は則実、号を牛山・貞庵、通称
啓益といったD若くして同郷の儒家、月原益軒に
師事し、そのもとで儒学と本草学を修めた。益軒
にとっては牛山が、唯一の門人でもあり同時によ
き主治医であったというOその後牛山は、医学を
鶴原玄益に学び、藩の医者として大いに活躍をし
た。元禄2年、築前を離れ上洛し、二条高倉に医
院を開設した。時に牛山四十四才の働きざかりで、
後世派の医師として名声をほしいままにした。そ
の評判に、牛山自身がとまどうはどのものであっ
たという。このような尊敬を受けた彼は、また文
筆を友とし数々の著述を今日に残している。なか
でも有名なものは、養生三部作であり、この他に
も刊行された書物は10以上にものぼっている。彼
の著作を通観して印象的であることは、かたかな
混りの極めて読み易い文章構成を牛山が用いてい
ることである。本学図書館に収められている　F牛
山活套」も、一読してその意味するところが理解
しえる。
本書の構成は、上中下の3着から成っており、
感冒にはじまり傷寒、時疫、中寒----中略---
-中毒、救急という項目をならべてある。これら
の病気に対し、その臨床的対処の方法について詳
述しているO例えば、冒頭の感冒の章においては、
「小児の感冒には狸々散を用いるべし。あるいは、
悪寒、咳吸のみられる者に-・.--中略　--小児
の病は十中八、九は食事と疾とより発するものと
知るべし」と述べている。また場火傷(やけど)
の章では「湯火傷には、ハマグリ・カキの殻をあ
ぶり、こがして黄色の細い粉とし、麻油にて貼る
べし。その効めは神の如し」としている。このよ
うに、牛山括香は平易に読解可能な本草学賓であ
ったので、広く一般に読まれたのである.有名な
国学者、平田席胤が知人にあてた書簡の中に「牛
山の医学書を読んでこれにならえ。 」という記述
が残されており、このことは、牛山の医学賓が多
くの人に愛読されたことをものがたっている。
彼の一生は、医業を中心にして文筆垂活を友と
したものであった。妻子がなかったので門人を養
子とし、元文5年(1740年) 85才でその生涯を
とじた。
(産科学婦人科学教室・助手)
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図書館の活動(60.12.1-61.2.28)
SM
12/ 2 第37回近畿地区医学図書館協議会例　　2 /14　　近畿地区(A)国立学校
会(近畿大)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
′′
近畿地区医学図書館協議会第9回実
務者会議(大阪医科大)
圃園園国
事務用電子計算機専門委員及び実務
担当者連絡会(奈良教育大)
2 /27　　　接続図書館説明会(東大)
かくといえば恥をかくことくらいしか能のない私が編集委員という肩書きで、学内外の方々に原稿
やインタビューをお願いし、毎号パーソナリティーあふれたエッセイや連載記事で「さざなみ」を素
晴しいものにしていただくことができました。委員の任期終了にあたり寄稿してくださった方々にま
ずお礼を述べたいと思います。本当にありがとうございました。
25号のエッセイ2編。中年の私などからみれば稚いとさえ思われるほど若々しく真撃な個性がでて
います。単立ちの春にふさわしく。
むれ山荘の森さんは詩人でもあります。言葉へのこだわりを深く受けとめられたところは詩人の感
受性でしょうか。
「地域医療」 、 「近隣探訪」 、丁度任期中の4回ですべての機関を紹介することができました。私
としては音楽堂と劇場が建設されれば、もういうことのない環境となるのですが。県民の1人として
学術文化・福祉ゾ-ンの拡充を切に願っています。
「さざなみ」と誌名変更して以来、コラム「ことば・ア・ラ・カルト」を書き続け、私達を楽しま
せてくださった久野さんがこのたび高知医科大学の図書課長として栄転されることになりました。お
元気で、御活躍を。書き手を1人うしなって次期編集委員の方も大変です。新しい企画で「さざなみ」
が時には「大波」になることを期待して、バトンタッチ。　　　　　　　　　　　　　　　(辛)
滋賀医科大学附属図書館報　『さざなみ』　　　Na25　　　1 986年3月発行
編集委員　　谷垣　勲・篠原俊夫・渡辺幸子
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